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( 科目コード：8305720004MM)

【改訂】第 1 版（2009-03-25）
【科目】工学実験
【科目分類】専門科目　【選択・必修の別】必修　【学期・単位数】通年・4 単位
【対象学科・専攻】機械工学科・4 年次
【担当教員】

下田 祐紀夫
石澤 静雄
高橋 秀夫
金子 忠夫
重松 洋一
黒瀬 雅詞
平社 信人
岡田 敬夫
小川 侑一
樫本 弘
櫻井 文仁

【授業目標・教育方針】
教室で学んだ専門の知識を具体的に体験、実証しさらに深く理解することを目的とする。

【授業概要】
１回から２１回までは、6 人程度の班に分け、それぞれの班が機械工学科の各研究室で、与えられたテーマにした
がって実験する。実験の結果について、次週にレポートを提出する。順次違う研究室で実験を行い、機械工学の基本
的な分野の実験を網羅できるよう計画してある。各研究室では、２テーマを用意しており、３回のローテーションで
前期を終了する。
すべての学生が実際に実験装置に触れ、実験を体得できるように少人数のグループに編成してあるので、積極的な姿
勢で実験に参加することが重要である。
レポートの作成は時間のかかるものであるが、レポートを書くことにより実験内容がよく整理されて理解されるとと
もに、実験内容を正確に伝える表現力を養うことになるので、レポートの作成には細心の注意を払って取り組むこと
が重要である。
材料力学研究室 ( 黒瀬 )　引っ張り試験
　                     　　　　　材料の圧縮試験（金属と非金属の圧縮特性を調べる）
加工技術研究室（下田）品質管理実験
　　　　　　　　　　　NC フライス盤の精度検査
加工技術研究室（櫻井）工具の摩耗測定と工具寿命試験
　　　　　　　　　　  ３次元測定機を用いた各種要素の計測
燃焼工学研究室（石澤）気体流量の測定
　　　　　　　　　　　金属の熱伝導率の測定
熱工学研究室（高橋）　発熱量の測定
　　　　　　　　　　　ディーゼルエンジンの性能試験
流体工学研究室 ( 岡田 )　流れの数値実験 I（一様流れと湧き出しの合成）
　　　　　　　　　　　オリフィスの流量係数に関する実験
工業材料研究室（金子）炭素鋼の標準組織の観察
　　　　　　　　　　　ｘ線回折による NaCl の格子定数測定
メカニズム研究室（重松）ポケコンと PC の RS-232 シリアル通信装置の試作
　　　　　　　　　　　　Mathematica を用いたリンク機構の運動解析
制御工学研究室（小川）　垂直多関節型ロボットの制御実習
　　　　　　　　　　　　PIC によるボールねじ制御
機械力学研究室（樫本）　模型実験の基礎（次元解析によるばねー質量系の固有振動数の計算と実測）
　　　　　　　　　　　　機械系 CAD システム me10 の実習

２２回以降は、学生は各研究室に配属となり、担当教員の元、長期間にわたる実験研究を行う。

【教科書・教材・参考書 等】
各研究室の自作資料

【授業形式・視聴覚・機器等の活用】
とくになし（座学）

【成績評価方法】
［前期］実験内容理解度 40%、レポートの期限、内容、表現方法 60％
［後期］実験内容理解度 40%、レポートの期限、内容、表現方法 60％

【本校の学習・教育目標】
◎ (C) 技術的課題解決のための専門分野の知識を身につける．
○ (D) 技術的課題を分析し，解決するためのシステムをデザインする基礎能力を身につける．

【JABEE 評価】
(d) 該当する分野の専門技術に関する知識とそれらを問題解決に応用できる能力 ( 分野別要件 )
工学 ( 複合融合・新領域 ) 分野の分野別基準

(1) 基礎工学の内容は，1) 設計・システム系科目群，2) 情報・論理系科目群，3) 材料・バイオ系科目群，4) 力学系
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科目群，5) 社会技術系科目群からなり，各群から少なくとも１科目，合計最低６科目についての知識と能力
(2-a) 専門工学 ( 工学 ( 融合複合・新領域 ) における専門工学の内容は申請大学が規定するものとする ) の知識と能
力
(2-b) いくつかの工学の基礎的知識・技術を駆使して実験を計画・遂行し，データを正確に解析し，工学的に考察
し，かつ説明・説得する能力
(2-d) ( 工学 ) 技術者が経験する実務上の問題点と課題を理解し，適切に対応する基礎的な能力

(g) 自主的，継続的に学習できる能力

【授業計画】（授業名：工学実験）
回数 授業の主題 内容 レポート・宿題等

1 回～ 21 回 研究室の教員により指示された
教材による

教員の指示による（学生にしてみると、毎週テーマが
代わる）

22 回～ 30 回 各研究室に配属された後、テー
マに沿って、実験を進める。

配属先の教員の指導に基づく、８回分の講義内容に相
当する一連の実験
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